
 

 

 

 

１１
月
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
派
遣

さ
れ
る
自
衛
隊
に
新
任
務
付
与
の
危

険
が
迫
る
中
、
大
阪
平
和
委
員
会
は
、

１０
月
１５
日
大
阪
市
内
で
、
侵
略
戦
争

を
猛
省
し
二
度
と
戦
争
を
す
る
国
に

し
な
い
決
意
を
あ
ら
た
に
し
よ
う
と

「
平
和
の
つ
ど
い
」
を
大
阪
平
和
遺

族
会
と
共
催
し
ま
し
た
。 

 

近
藤
理
事
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、

内
藤
功
弁
護
士
（
日
本
平
和
委
員
会

代
表
理
事
）
が
「
戦
争
体
験
と
憲
法

の
力
」
と
題
し
て
講
演
。
「
軍
人
の

生
命
は
鴻
毛
よ
り
軽
い
戦
争
す
る
国

と
生
命
、
自
由
、
幸
福
追
求
の
権
利

が
尊
重
さ
れ
る
戦
争
し
な
い
国
の
違

い
」
「
戦
争
体
験
、
と
く
に
橿
原
に

あ
っ
た
海
軍
経
理
学
校
に
死
を
覚
悟

し
て
入
校
し
た
１
９
４
５
年
３
月
か

ら
９
月
ま
で
の
そ
の
詳
細
」
「
戦
争

し
な
い
国
で
の
再
出
発
」
と
分
け
て

話
を
進
め
ま
し
た
。
「
戦
争
体
験
と

憲
法
を
『
武
器
』
に
安
倍
政
権
に
よ

る
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
阻
止
し
よ

う
」
、
と
く
に
若
者
に
は
「
世
界
情

勢
を
知
る
こ
と
は
自
分
を
守
る
こ
と

に
な
る
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

次
に
、
戦
没
者
遺
児
・
中
村
誠
さ

ん
の
語
り
。
「
父
は
戦
死
。
母
は
実

家
に
帰
ら
さ
れ
祖
父
と
祖
母
に
育
て

ら
れ
た
。
小
学
校
の
と
き
『
母
の
日
』 

に
母
に
つ
い
て
何
か
書
け
と
言
わ
れ

た
と
き
は
先
生
を
う
ら
ん
だ
…
…
」 

な
ど
と
語
り
ま
し
た
。 

 

  

続
い
て
、
戦
没
者
遺
児
・
佐
野
映

子
さ
ん
が
自
作
の
詩
「
父
へ
」
を
朗

読
。
そ
の
後
ケ
イ
・
シ
ュ
ガ
ー
さ
ん

が
佐
野
さ
ん
の
詩
に
曲
を
つ
け
歌
唱
。

会
場
は
涙
と
大
き
な
拍
手
に
つ
つ
ま

れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
大
阪
平
和
遺
族
会
の
金

崎
佳
子
さ
ん
が
閉
会
挨
拶
を
し
ま
し

た
。 会

場
は
定
員
を
超
え
る
１
０
５
人

と
盛
況
だ
っ
た
う
え
に
、
つ
ど
い
終

了
後
４
人
の
入
会
と
１
人
の
新
聞
購

読
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
参
加
者
の
感
想
― 

「
毎
年
こ
の
よ
う
な
集
会
を
継
続
さ 

れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

非
常
に
勉
強
に
な
り
力
づ
け
ら
れ
る 

集
会
で
し
た
」
（
宝
塚
・
Ｎ
さ
ん
） 

「
佐
野
さ
ん
の
思
い
と
そ
の
前
に
話 

さ
れ
た
中
村
さ
ん
の
話
が
重
な
り
ま 

し
た
。
幼
子
の
運
命
を
変
え
る
戦
争 

…
。
ほ
ん
と
に
戦
争
は
ア
カ
ン
」
（
Ｎ 

さ
ん
） 

「
今
か
ら
の
戦
争
は
私
た
ち
の
責
任

と
い
う
言
葉
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」 

         

 

２
人
が
会
員
・
読
者
に 

 

紅
葉
の
奥
入
瀬
渓
流
も
散
策 

 

１０
月
２２
～
２３
日
、
青
森
県
三
沢
市

内
で
開
か
れ
た
「
日
本
平
和
大
会
」

に
全
国
か
ら
１
５
０
０
人
（
大
阪
か

ら
は
２０
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

２２
日
午
後
、
参
加
者
は
バ
ス
に
分

乗
し
地
元
ガ
イ
ド
の
案
内
で
Ｉ
Ｓ
へ

の
空
爆
出
撃
拠
点
・
三
沢
基
地
と
そ

の
周
辺
を
視
察
。
基
地
の
全
体
像
に

触
れ
て
か
ら
開
会
集
会
に
臨
み
ま
し

た
。
開
会
集
会
で
は
、
伊
波
洋
一
参

議
院
議
員
（
沖
縄
の
風
）
、
高
橋
千

鶴
子
衆
議
院
議
員
（
日
本
共
産
党
）
、

田
名
部
匡
代
参
議
院
議
員
（
民
進
党
）

が
列
席
。
大
き
な
拍
手
の
中
で
連
帯

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

２３
日
午
前
中
は
、
国
際
交
流
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
も
含
め
て
１０
分
科
会
に
分

か
れ
て
学
習
と
交
流
。
午
後
は
、
三

沢
市
中
央
公
園
で
集
会
後
、
「
憲
法

を
守
り
い
か
そ
う
」
「
南
ス
ー
ダ
ン

か
ら
自
衛
隊
員
を
撤
退
さ
せ
よ
」
と

コ
ー
ル
し
な
が
ら
市
内
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。 

 
地
元
紙
・
東
奧
日
報
（
２３
日
付
）

が
「
南
ス
ー
ダ
ン
に
陸
自
派
遣
反
対 

三
沢
で
日
本
平
和
大
会
」
と
大
き
く

報
道
し
、
帰
り
の
東
海
道
新
幹
線
車

中
で
も
電
光
掲
示
板
に
同
趣
旨
の
産

経
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
が
流
さ
れ
る
な
ど

全
国
注
視
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

２２
日
夜
の
夕
食
交
流
会
で
は
医
療

労
組
お
お
さ
か
の
参
加
者
２
人
が
会

員
・
新
聞
読
者
と
な
り
ま
し
た
。 

な
お
、
１４
人
は
大
会
前
日
に
奥
入

瀬
渓
流
を
散
策
し
、
当
日
朝
、
遊
覧

船
に
乗
り
十
和
田
湖
畔
の
見
事
な
紅

葉
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

          

 

旭
区
平
和
の
会
は
、
１０
月
８
日
会

結
成
１５

周
年
を
記
念
し
て
畑
田
重

夫
・
日
本
平
和
委
員
会
顧
問
を
招
い

て
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
畑
田

顧
問
は
安
倍
政
権
の
復
古
的
政
治
を

告
発
し
、「
メ
デ
ィ
ア
を
過
信
せ
ず
、

自
ら
学
び
学
び
さ
ら
に
学
び
、
日
常

活
動
を
進
め
世
論
と
運
動
で
情
勢
を

変
え
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

参
加
者
の
声
―
「
年
齢
を
感
じ
さ
せ

ぬ
訴
え
に
気
分
が
ス
カ
ッ
と
し
た
」 

           

                  

                

   

2016 年１１月５日（土曜日） 

2122 号 

今月の言葉
「主語が『日本国民は』から『日本国は』に」

「あたらしい憲法草案では、前文がそっく
り書きなおされました。〈日本国は、長い歴
史と固有の文化を持ち、国民統合の象徴であ
る天皇を戴く国家であって、国民主権の下、
立法、行政及び司法の三権分立に基づいて統
治される〉  

主語が『日本国民は』から『日本国は』に
変わっています。これは国民を必要以上につ
けあがらせてはいけない、という考えによる
ものです」 
（『あたらしい憲法草案のはなし』自爆連） 
）

 

１１月の行事案内 
3 （祝） 九条の会・おおさか小森陽一講演会 13:00 ドーンセンター 
6  (日) 京丹後「イランチャフェスタ 2016」  13:30 丹後文化会館   

    平野民商「ザ・思いやり」上映会 12:30  
8 （火） 天王寺平和委員会柿狩り＆交流会 10:00 ＪＲ柳本駅 
10（土） 非核の会 30 周年「ビキニ事件は終わっていない」山下正寿氏講演 

13:30 たかつガーデン 8 階たかつ東中 
13 (日)  府職労 70 周年まつり 松元ヒロ＆西谷文和両氏  

11:00 マイドームおおさか 

19（土）関西ブロック学習交流会 13:00  かんぽの宿・大和平群  

26（土）中央安保全国代表者会議沖縄連帯行動[～28 日（月）] 上羽参加 

休憩中の内藤功、橋本敦両弁護士 



 

１０
月
９
日
午
後
、
東
大
阪
平
和
委
員

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
３４
人
が
参
加
。 

最
初
に
参
加
者
は
、
上
羽
大
阪
平
和

委
員
会
事
務
局
長
に
よ
る
「
『
戦
争
法
』

で
は
な
く
『
憲
法
』
で
平
和
な
世
界
と

日
本
を
」
と
題
す
る
報
告
に
基
づ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。 

次
に
、
佐
藤
照
見
事
務
局
長
が
議
案

の
報
告
を
行
い
、
１
年
間
の
活
動
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
向
こ
う
１
年
間
の

課
題
と
方
針
を
提
起
し
た
後
、
討
論
に

移
り
ま
し
た
。 

学
習
と
討
論
で
は
、
東
大
阪
が
改
憲

に
突
き
進
む
カ
ル
ト
集
団
「
日
本
会
議
」

の
最
大
支
部
の
拠
点
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
東
大
阪
の
２６
の
中
学
校
で
は
日
本

会
議
の
宣
伝
チ
ラ
シ
化
し
て
い
る
「
公

民
」
教
科
書
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
総
会
の

最
後
に
、
「
日
本
会
議
」
に
負
け
な
い

組
織
拡
大
な
ど
新
年
度
方
針
を
実
行
す

る
斎
藤
孝
義
会
長
、
２
人
の
３０
代
の
世

話
人
を
含
む
役
員
９
人
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。 

大
阪
平
和
委
か
ら
は
片
方
副
会
長
、

ら
が
参
加
し
連
帯
挨
拶
し
ま
し
た
。 

         

 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
着
陸
帯
（
ヘ
リ
パ
ッ

ド
）
建
設
が
進
む
米
軍
北
部
訓
練
場
（
沖

縄
県
東
村
な
ど
）
で
警
備
活
動
に
当
た

っ
て
い
た
大
阪
府
警
機
動
隊
員
が
反
対

派
住
民
に
１０
月
１８
日
午
前
９
時
４５
分

ご
ろ
、
「
ど
こ
つ
か
ん
ど
る
ん
じ
ゃ
、

ボ
ケ
。
土
人
」
と
発
言
し
ま
し
た
。 

こ
の
差
別
発
言
を
受
け
、
上
羽
事
務

局
長
は
２０
日
植
田
大
阪
安
保
事
務
局

長
、
遠
近
大
阪
労
連
幹
事
と
と
も
に
、

大
阪
府
警
本
部
に
行
き
本
部
長
に
以
下

の
抗
議
文
を
提
出
し
ま
し
た
。 

―
私
た
ち
は
過
日
大
阪
府
警
本
部
長
に

「
沖
縄
県
は
、
知
事
、
国
会
議
員
、
県

会
議
員
は
じ
め
多
く
の
自
治
体
議
員
が

新
た
な
基
地
建
設
に
反
対
し
て
お
り
、

県
民
は
選
挙
を
通
し
て
何
度
も
基
地
建

設
に
反
対
の
意
思
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
が
一
方
的

に
強
行
す
る
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
に
大
阪

府
警
が
手
を
貸
す
の
は
、
他
県
の
地
方

自
治
体
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ

り
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
高
江
へ
の
大
阪
府
警
の
機
動

隊
派
遣
中
止
を
申
し
入
れ
し
た
と
こ
ろ

で
す
。 

 

今
回
の
差
別
発
言
を
受
け
、
再
度
府

警
本
部
長
に
下
記
の
こ
と
を
強
く
求
め

ま
す
。 

１
．
府
警
本
部
長
と
し
て
今
回
の
府
警

機
動
隊
員
に
よ
る
差
別
発
言
に
つ
い
て

沖
縄
県
民
に
謝
罪
す
る
こ
と
。 

２
． 

沖
縄
県
民
の
暮
ら
し
と
自
然
を
守 

る
正
当
な
活
動
を
尊
重
し
、
差
別
発
言

を
し
た
隊
員
を
含
め
派
遣
し
た
機
動
隊

を
直
ち
に
撤
収
さ
せ
る
こ
と
。 

３
．
沖
縄
県
民
の
意
思
を
尊
重
し
、
地

方
自
治
体
へ
の
介
入
は
行
わ
な
い
こ
と
。 

 

こ
の
抗
議
文
提
出
後
、
１５
団
体
２８
人

が
３
人
の
報
告
集
会
を
府
警
本
部
の
側

道
で
も
ち
ま
し
た
。�

�

ま
た
、
翌
朝
府
庁
前
で
、
自
身
の
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
差
別
発
言
を
擁
護
す
る
発

言
を
行
っ
た
松
井
府
知
事
に
対
す
る
抗

議
行
動
が
２
０
０
人
の
参
加
で
行
わ
れ

ま
し
た
。�

な
お
、
和
泉
平
和
委
員
会
が
、
２１
日

付
で
松
井
知
事
に
小
川
会
長
名
の
抗
議

文
を
送
付
し
ま
し
た
。�

�����������������������

�

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
天
王
寺
平
和

委
員
会
と
一
緒
に
１０
月
１７
日
昼
、
近
鉄

上
本
町
駅
頭
で
「
沖
縄
連
帯
宣
伝
行
動
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
近
藤
正
理
事
長
が

マ
イ
ク
を
握
り
「
安
倍
政
権
は
国
土
面

積
の
わ
ず
か
０
・
８
％
に
す
ぎ
な
い
沖

縄
に
日
本
の
米
軍
基
地
の
７３
・
８
％
を

押
し
つ
け
、
そ
の
上
さ
ら
に
住
民
の
意

思
を
無
視
し
て
高
江
オ
ス
プ
イ
パ
ッ
ド

の
建
設
工
事
を
強
行
す
る
た
め
大
阪
府

な
ど
本
土
か
ら
機
動
隊
員
を
投
入
し
て

い
る
。
高
江
か
ら
機
動
隊
を
撤
収
さ 

せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

        

            

   

こ
の
行
動
で
は
高
江
署
名
が
１４
筆

集
ま
り
ま
し
た
。 
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【福山功勝さんのヤンバル通信№5】 

先鋭化する阻止行動に大局観を 

連日１００名近い参加者の座り込みが続いている高江の 

N1 ゲート前。工事用車両の出入り口は、防衛局職員、民 

間警備会社のガードマンが２４時間監視。 

付近の道路上には、県外から応援の機動隊の装甲車（通称かまぼこ）など

警察車両が並んでいます。覆面パトや Yナンバー（米軍人車両）の車も見か

けます。ものものしい警戒網です。 

遅れている工事を期限までにやり遂げるため、自衛隊のヘリを使った「頭

ごなし」の重機輸送。機動隊の装甲車に現場作業員を乗せて工事進捗の便宜

を図るかと思えば、作業車の荷台に機動隊が乗って警備移動するというとん

でもない光景が日ごと繰り広げられています。 

道路法、刑特法、刑訴法、刑法等々あらゆる法律は、政府にとってヘリパ

ッドを造るためには、「法治国家」を「放置国家」と批判されようとどっち

でもいいんだ、という開き直り。 

そこで民意を無視しアメリカ一辺倒の安倍内閣の金に糸目をつけない強

権行動に対抗するため、何が何でもヘリパッドは造らせない！実力阻止だ！

と闘いが先鋭化して行きます。その正義感、ひたむきな気持ちは皆同じです。

米軍北部訓練場にフェンスがないからと、ヘリパッド工事現場まで行って

重機の前に座り込む「行動隊」有志が現れ、その行動に賛否の意見が出ます。

しかし「権力の思う壺」が口を開けて待っています。私も何度かゲート前

で機動隊の「ゴボウ抜き」を体験しましたが、彼らは巧妙に挑発します。見

えない足元をける、脇の下をつつく。公務執行妨害で検挙する口実づくりを

「実施」します。彼らの狙いは、世論を鎮静化させ、闘いに恐怖心を抱かす

ことに尽きます。それらの中で、いかに非暴力で合法的に闘ってゆくかの鍛

錬が求められています。 

大局観をもった闘いを身につけねばなりません。挑発に乗らず、地元住民

の暮らしを守り、平和を目指す真っ当な世論を作り上げて行く懸命な努力が

求められているのです。 

 

もてなしはシュークリームとコーヒー 


